
【
各
論
】

『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
鬼
鎌
記
』
・
『
諌
懲
記
後
事
』

は
じ
め
に

の
あ
い
だ

佐
藤
　
宏
之

　
近
世
史
研
究
に
お
い
て
、
『
土
芥
憲
雛
記
』
の
史
料
価
値
の
ひ
と
つ
は
元
禄
初

年
段
階
の
大
名
一
覧
で
あ
り
、
と
り
わ
け
近
世
知
行
制
お
よ
び
地
方
知
行
制
の

研
究
史
に
お
い
て
、
地
方
知
行
の
全
国
的
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
研
究
の

有
力
な
手
が
か
り
と
さ
れ
て
き
た
（
－
）
。
こ
の
よ
う
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

段
階
の
大
名
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
史
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
記
載
内
容
、

と
く
に
大
名
の
人
柄
・
行
跡
・
評
判
等
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
像
を
描
く

と
い
う
よ
う
な
方
法
で
は
用
い
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
作
者
が
誰

で
あ
る
か
、
編
集
意
図
は
な
に
か
と
い
っ
た
史
料
の
基
礎
事
項
が
ま
っ
た
く
不

明
で
あ
り
、
徹
底
し
た
史
料
批
判
に
よ
る
『
土
芥
冠
里
並
』
の
相
対
化
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
今
回
の
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
『
土
芥
旧
離
記
』
と
類
似
の
書
物
で
あ
る
『
武

家
勧
懲
記
』
・
『
諌
特
記
後
正
』
等
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
『
土
芥
冠

流
記
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』
（
元
禄
一
四
年
〈
一
七
〇
一
〉
）
の
両
書
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
大
名
を
抽
出
し
、
そ
の
記
載
内
容
の
対
照
表
を
班
員
で
分
担
し

て
作
成
し
た
。
と
く
に
両
隣
に
お
け
る
「
文
武
、
生
得
・
行
跡
、
政
道
・
国
家
」

の
表
現
に
注
目
し
た
。
『
土
芥
冠
離
記
』
晦
6
8
、
8
9
、
酌
、
m
、
伽
、
窃
、
開
、

鴎
、
襯
、
邸
、
醗
、
園
、
m
で
は
、
す
べ
て
の
項
目
で
表
現
が
一
致
し
、
配
6
、

1
2
、
4
0
、
5
0
、
5
8
、
5
9
、
7
5
、
7
6
、
7
7
、
価
、
籾
、
燭
、
切
、
囲
、
川
、
踊
、

卸
で
は
、
い
ず
れ
か
の
項
目
で
表
現
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

し
て
、
表
現
が
一
致
し
て
い
る
大
名
の
「
筆
者
の
評
価
」
も
両
書
で
一
致
し
て

い
た
。
と
く
に
「
生
得
・
行
跡
」
の
一
致
が
両
三
の
「
筆
者
の
評
価
」
の
一
致

と
重
な
る
た
め
、
大
名
の
資
質
は
「
生
得
・
行
跡
」
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
評
価
が
変
わ
ら
な
い
人
物
に
つ
い

て
は
、
『
諌
懲
記
後
正
』
を
作
成
す
る
さ
い
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
記
述
に
手
を

加
え
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
か
ら
『
諌
懲
記

後
正
』
へ
、
引
用
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
『
武

家
勧
懲
記
』
を
加
え
て
、
三
書
の
関
係
を
、
①
大
名
個
人
と
い
う
視
角
、
②
「
大

名
家
」
と
い
う
家
の
視
角
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
先
述
の
仮
説
を
検
証

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
惣
饒
記
』
、
『
土
芥
憲
艦
記
』
・
『
諌
追
記
不
正
』

ち
ら
か
一
方
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名

の
ど

　
『
武
家
勧
懲
記
』
（
延
宝
三
年
）
・
『
土
芥
憲
朧
記
』
（
元
禄
三
年
）
、
『
土
芥
憲

離
記
』
・
『
諌
誤
記
後
弾
』
（
元
禄
一
四
年
）
の
両
腰
に
存
在
す
る
大
名
は
、
同

一
人
物
で
あ
る
場
合
と
大
名
の
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
た
場
合
が
考
え
ら
れ
る
（
班

作
業
の
表
を
参
照
の
こ
と
）
。
そ
れ
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
し
か
記
載
さ
れ
て

い
な
い
大
名
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
大
名
個
人
と
い
う
視
角

　
そ
れ
で
は
①
大
名
個
人
と
い
う
視
角
で
み
て
い
こ
う
。
ど
ち
ら
か
一
方
に
し

か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
時

代
に
し
か
存
在
し
な
い
大
名
の
場
合
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
理
由
で
記
載
さ
れ

て
い
な
い
大
名
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
杉
岳
志
報
告
に
よ
れ
ば

側
用
人
で
あ
る
牧
野
成
型
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
土
芥
当
月
記
』
の
作
成

に
牧
野
が
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
、
）
。

　
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
冠
離
記
』
の
比
較
の
な
か
で
、
『
武
家
勧
懲
記
』
に

の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
大
名
は
全
部
で
二
二
名
（
プ
ラ
ス
一
名
）
に
な
る
（
表
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参
照
）
。
プ
ラ
ス
一
名
と
は
、
小
堀
和
泉
守
正
貞
で
あ
り
、
巻
三
四
の
巻
末
に
「
井

上
筑
後
所
□
□
小
堀
殿
不
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
1
「
館
林
宰
相
源
綱
吉
卿
」

は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
人
望
二
三
日
中
将
軍
に
就
任
し
て
い
る
。
3
0
島

津
久
住
は
薩
摩
藩
主
島
津
光
久
の
次
男
、
同
松
平
義
行
は
尾
張
藩
主
徳
川
光
友

の
次
男
、
同
松
平
義
則
は
徳
川
三
友
の
三
男
に
あ
た
り
、
新
規
に
創
出
さ
れ
た

大
名
と
い
え
る
。
2
松
平
光
長
は
越
後
騒
動
の
責
を
と
っ
て
改
易
と
な
る
（
後

述
）
。
2
2
内
藤
忠
勝
は
「
永
井
信
濃
守
・
内
藤
和
泉
守
両
人
義
、
於
増
上
寺
御
法

事
の
節
喧
嘩
仕
相
続
候
二
付
、
跡
を
御
絶
し
被
成
候
」
（
g
と
、
延
宝
八
年
六
月

二
六
日
増
上
寺
で
の
家
綱
法
事
の
場
で
、
志
摩
国
鳥
羽
冠
三
万
三
二
〇
〇
石
の

大
名
内
藤
和
泉
守
忠
勝
が
丹
後
国
宮
津
藩
七
万
三
六
〇
〇
石
の
永
井
信
濃
守
尚

長
を
刺
し
殺
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
内
藤
の
発
狂
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
二
八

目
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
が
、
永
井
も
子
が
な
く
御
家
断
絶
と
な
っ
た
。
2
3
池
田
政

周
は
、
子
の
恒
行
が
幼
少
で
没
し
た
た
め
延
宝
七
年
四
月
攣
目
に
二
二
と
な
る
。

同
酒
井
忠
能
は
「
家
中
仕
置
悪
敷
、
百
姓
に
過
役
を
か
け
困
窮
延
せ
候
と
の
科

也
」
（
、
）
に
加
え
、
越
後
騒
動
一
件
で
の
答
に
よ
っ
て
兄
酒
井
忠
清
に
連
座
し
て

除
湿
と
な
っ
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
放
免
さ
れ
二
〇
〇
〇
俵
を
賜
わ

り
、
の
ち
に
五
〇
〇
〇
石
の
旗
本
と
な
る
。
2
4
真
田
氏
信
は
、
江
戸
両
国
橋
御

用
材
納
入
の
遅
延
を
理
由
に
、
天
和
元
年
（
一
六
八
」
）
　
一
↓
月
二
二
日
に
除

封
と
な
る
。
2
5
山
内
豊
直
は
、
元
禄
二
年
八
月
四
日
、
将
軍
綱
吉
の
怒
り
を
買

い
若
年
寄
を
免
職
・
除
封
と
な
っ
た
。
2
6
戸
川
安
風
は
延
宝
七
年
一
一
月
二
七

日
に
無
嗣
に
よ
っ
て
除
封
と
な
っ
た
の
ち
四
〇
〇
〇
石
の
旗
本
に
、
2
7
土
屋
忠

利
は
延
宝
七
年
八
月
七
日
置
発
狂
に
よ
っ
て
除
封
と
な
っ
た
の
ち
三
〇
〇
〇
石

の
旗
本
と
な
っ
た
。
3
1
土
方
雄
次
は
、
一
度
家
臣
の
林
家
の
養
子
と
し
た
林
助

之
進
を
戻
し
て
養
子
と
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
土
方
内
匠
を
養
子
に
し
ょ

う
と
し
た
家
臣
争
論
に
よ
っ
て
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
七
月
二
一
目
に
除

害
と
な
っ
た
。
3
6
有
馬
豊
範
は
こ
の
土
方
に
連
座
し
て
除
封
と
な
っ
た
。
3
3
桑

山
一
玄
は
寛
永
寺
に
お
け
る
命
綱
三
回
忌
供
養
法
会
参
向
の
院
使
饗
応
役
の
失

態
に
よ
っ
て
天
和
二
年
五
月
二
六
日
に
除
封
と
な
っ
た
。
3
4
加
二
君
直
澄
は
天

和
元
年
二
月
、
旗
本
成
瀬
正
章
と
境
界
を
め
ぐ
っ
て
争
う
と
い
う
事
件
を
起
こ

し
、
幕
命
に
よ
り
直
清
に
は
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
し
て
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。

同
那
須
資
國
は
貞
享
四
年
資
砥
が
病
死
し
、
養
子
資
徳
が
相
続
し
た
が
、
資
砥

の
庶
子
資
豊
出
で
て
訴
訟
と
な
り
、
法
度
に
よ
り
そ
の
年
一
〇
月
資
徳
は
改
易

と
な
る
。
那
須
家
は
元
禄
＝
二
年
に
方
面
さ
れ
、
翌
年
一
〇
〇
〇
石
を
賜
わ
り
、

交
替
寄
合
と
な
る
。
同
堀
通
庭
は
延
宝
七
年
一
二
月
に
発
狂
し
て
家
臣
を
殺
害

し
た
た
め
、
幕
命
に
よ
り
改
易
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
玉
取
王
氏
は
堀
利
雄
（
半

周
の
養
子
）
が
三
〇
〇
〇
石
の
交
代
寄
合
と
な
っ
て
名
跡
存
続
を
許
さ
れ
た
。

3
6ｲ
久
間
勝
豊
は
貞
享
五
年
に
御
側
小
姓
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
出
仕
し
な
か
っ

た
こ
と
を
温
め
ら
れ
て
改
易
と
な
っ
た
。
3
7
溝
口
政
勝
は
「
乱
気
膚
付
本
知
子

忌
上
、
五
百
俵
雪
下
」
（
．
。
）
と
貞
享
四
年
八
月
二
五
日
に
除
封
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
武
家
勧
懲
記
』
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
は
、
将

軍
に
就
任
し
た
り
、
大
名
の
子
ど
も
が
新
規
に
大
名
と
し
て
創
出
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
改
易
と
な
っ
た
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
↓
方
、
『
土
芥
窟
饒
記
』
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
は
一
〇
名
に
な
る
。

脳
柳
沢
吉
保
は
館
林
藩
士
・
柳
沢
安
忠
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
、
館
林
藩
主
を

つ
と
め
て
い
た
綱
吉
に
小
姓
と
し
て
仕
え
る
。
延
宝
八
年
四
代
将
軍
徳
川
家
綱

の
後
継
と
し
て
、
弟
の
綱
吉
が
将
軍
と
な
る
に
随
っ
て
保
明
も
幕
臣
と
な
り
、

小
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
綱
吉
の
寵
愛
に
よ
り
頻
繁
に
加
増
さ
れ
、
元
禄
元

年
、
将
軍
親
政
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
側
用
人
に
就
任
し
、
禄
高
も
一
万
二
〇

〇
〇
石
と
さ
れ
て
大
名
に
昇
っ
た
。
鰯
本
庄
宗
資
は
綱
吉
の
生
母
桂
画
院
の
弟

で
、
姉
の
権
勢
に
よ
っ
て
元
禄
元
年
正
月
、
足
利
郡
内
に
お
い
て
一
万
石
を
賜

わ
り
、
同
説
年
一
↓
月
二
万
石
に
加
増
さ
れ
、
治
所
を
足
利
に
お
い
た
。
珊
本

多
正
乗
は
本
多
正
永
の
代
で
あ
る
元
禄
元
年
、
寺
社
奉
行
に
ま
で
な
っ
た
こ
と

か
ら
一
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
た
め
、
舟
戸
藩
が
立
引
す
る
。
麗
松
平
次
郎
四

郎
は
下
総
国
古
河
藩
の
分
知
で
あ
り
、
粥
松
浦
昌
は
肥
前
国
平
戸
長
の
新
田
藩

と
し
て
立
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
土
芥
憲
鎌
記
』
に
の
み

記
載
さ
れ
た
大
名
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
作
成
さ
れ
て
以
後
、
将
軍
綱
吉
と
の

関
係
で
立
藩
し
た
藩
で
あ
っ
た
り
、
分
知
に
よ
っ
て
新
た
に
立
書
し
た
藩
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
つ
い
で
、
『
土
芥
逡
書
記
』
と
『
諌
懲
記
後
喜
』
の
比
較
検
討
を
行
う
。
『
土

芥
冠
首
記
』
に
の
み
記
載
さ
れ
た
大
名
は
一
〇
名
で
あ
る
。
6
4
松
平
忠
之
は
、
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元
禄
六
年
、
「
日
来
行
跡
相
擁
乱
三
二
付
、
霜
月
廿
五
日
身
上
破
滅
」
（
、
）
と
な
っ

た
。
7
0
本
多
政
利
は
元
禄
六
年
六
月
度
二
日
、
下
女
を
殺
害
し
た
こ
と
か
ら
除

封
と
な
っ
た
。
9
5
水
谷
二
重
は
、
「
水
谷
出
羽
守
勝
賢
今
年
死
去
、
実
子
無
言
当

付
水
谷
弥
之
介
ヲ
為
養
子
家
督
被
仰
付
候
所
、
面
骨
瘡
頃
日
死
、
一
跡
絶
」
と
、

勝
賢
に
は
実
子
が
な
く
、
養
子
に
家
督
相
続
し
た
が
ま
も
な
く
死
去
し
、
元
禄

六
年
一
二
月
二
】
日
に
除
封
と
な
っ
た
と
い
う
。
9
6
本
多
重
益
は
、
酒
色
に
溺

れ
て
は
無
能
の
う
え
、
家
臣
の
本
多
織
部
と
太
田
又
八
の
問
で
内
紛
が
起
こ
り
、

元
禄
八
年
三
月
二
二
日
に
幕
命
に
よ
り
改
易
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
二
〇
〇
〇
石

の
旗
本
と
な
る
。
9
8
小
出
吉
之
は
、
元
禄
九
年
一
〇
月
二
二
日
、
嗣
子
断
絶
に

よ
り
言
言
と
な
る
。
こ
の
但
馬
出
石
の
小
出
氏
は
藩
主
の
早
世
が
相
次
ぎ
、
遂

に
は
第
九
代
藩
主
・
小
出
南
岸
が
元
禄
九
年
臭
わ
ず
か
三
歳
で
死
去
す
る
と
解

読
断
絶
と
な
っ
た
。
幽
伊
丹
勝
政
は
、
黒
川
金
山
の
開
発
や
近
江
水
口
城
の
守

備
な
ど
で
活
躍
し
、
元
禄
四
年
七
月
一
五
日
に
六
七
歳
で
死
去
し
た
。
そ
の
後

を
嫡
男
の
伊
丹
勝
守
が
継
い
だ
が
、
こ
の
勝
守
は
精
神
異
常
者
だ
っ
た
の
か
、

元
禄
一
一
年
九
月
、
発
狂
し
て
自
殺
し
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
『
廃
絶
禄
』

で
は
、
「
九
月
十
五
日
、
二
十
六
歳
で
失
心
。
厩
に
て
自
害
す
。
よ
っ
て
領
地
を

収
ら
る
」
と
あ
る
。
㎜
西
郷
馬
射
は
名
君
で
、
領
民
に
も
慕
わ
れ
て
い
た
。
元

禄
三
年
］
二
月
二
五
日
に
家
督
を
養
嗣
子
の
西
郷
寿
員
に
譲
っ
て
隠
居
し
た
が
、

ま
も
な
く
幕
府
か
ら
不
行
状
を
理
由
に
蟄
居
処
分
と
な
っ
た
。
元
禄
六
年
一
二

月
九
日
、
減
封
と
な
り
、
寿
員
は
五
〇
〇
〇
石
の
旗
本
と
し
て
徳
川
綱
吉
の
小

姓
と
し
て
仕
え
た
。
m
小
出
有
学
の
あ
と
、
重
盗
が
跡
を
継
い
だ
が
、
元
禄
九

年
四
月
に
病
に
倒
れ
る
。
重
訳
に
は
嗣
子
が
無
か
っ
た
た
め
、
弟
の
重
昌
を
養

子
と
す
る
こ
と
で
存
続
を
願
い
出
た
が
、
そ
の
許
可
が
出
る
前
に
重
興
が
死
去

し
た
た
め
、
陶
器
藩
は
無
嗣
子
の
た
め
、
同
年
四
月
九
日
に
改
易
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
土
芥
冠
灘
記
』
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
は
、
元
禄
三

年
か
ら
一
四
年
の
間
で
、
除
者
と
な
っ
た
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
↓
方
、
『
諌
懲
記
後
馬
』
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
は
二
九
名
で
あ
る
。

7
松
平
長
知
（
心
力
）
は
元
禄
↓
一
年
正
月
一
四
日
、
美
作
国
津
山
里
一
〇
万

石
に
（
後
述
）
、
1
7
尾
張
藩
主
徳
川
光
友
子
・
松
平
義
昌
は
天
和
三
年
人
月
四
日
、

陸
奥
国
梁
川
に
三
万
石
、
1
8
和
歌
山
藩
主
徳
川
光
貞
の
次
男
・
徳
川
頼
職
は
元

禄
一
〇
年
三
月
、
越
前
国
丹
生
に
三
万
石
、
同
徳
川
光
貞
の
三
男
・
徳
川
頼
方

（
の
ち
の
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
）
は
元
禄
一
〇
年
三
月
、
越
前
国
瓜
生
に
三

万
石
、
2
2
徳
川
光
友
の
子
・
松
平
再
臨
が
新
規
大
名
と
し
て
創
出
さ
れ
た
。
1
6

内
藤
清
良
は
元
禄
四
年
二
月
九
日
、
下
野
・
常
陸
等
国
内
よ
り
移
封
・
立
敵
し
、

1
7ｼ
平
義
行
は
、
元
禄
＝
二
年
三
月
二
五
日
、
信
濃
国
内
よ
り
移
封
・
立
点
し
、

2
4
誧
_
重
定
は
、
元
禄
一
一
年
、
常
陸
・
丹
波
国
内
よ
り
移
封
・
三
戸
し
た
。

2
3r
田
清
定
は
、
元
禄
＝
二
年
五
月
二
五
日
、
伯
書
国
内
を
分
知
・
立
藩
し
、

2
6O
田
利
昌
は
、
元
禄
五
年
七
月
九
日
、
加
賀
国
大
聖
寺
領
内
を
分
知
・
立
藩

し
、
2
8
京
極
高
昌
は
、
元
禄
七
年
六
月
一
八
日
に
、
讃
岐
国
丸
器
量
内
を
分
知

・
立
等
し
た
。
2
4
植
村
正
朝
は
、
元
禄
一
〇
年
に
上
総
国
訴
住
一
万
石
で
、
2
5

松
平
頼
道
は
、
元
禄
一
〇
年
七
月
九
目
に
常
陸
国
宍
戸
一
万
石
で
襲
証
し
て
い

る
。
3
0
阿
部
正
喬
は
元
禄
一
二
年
に
寺
社
奉
行
か
ら
老
中
に
昇
進
す
る
さ
い
に

立
藩
し
、
同
黒
田
直
重
は
元
禄
＝
二
年
に
綱
吉
に
近
侍
し
、
「
御
寵
愛
」
を
受
け

る
な
か
で
立
替
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
窟
雛
記
』
・
『
諌
懲
記

後
膨
』
は
、
大
名
の
転
封
・
改
易
な
ど
の
移
動
や
新
規
創
出
な
ど
に
よ
る
立
藩

な
ど
比
較
的
正
確
な
情
報
を
も
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

②
「
大
名
家
」
と
い
う
家
の
視
角

　
こ
こ
で
は
家
を
連
続
的
に
と
ら
え
る
視
角
を
用
い
（
．
、
）
、
大
名
の
改
易
・
再
興

の
問
題
を
素
材
に
三
業
の
関
係
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
憲
離
記
』
の
あ
い
だ
で
大
名
改
易
・
再
興
さ
れ

た
事
例
は
三
件
、
『
土
芥
底
離
記
』
と
『
諌
血
統
後
置
』
の
あ
い
だ
で
大
名
改
易

・
再
興
さ
れ
た
事
例
は
五
件
あ
る
。
『
土
芥
乱
離
記
』
と
『
諌
懲
記
後
仏
』
を
比

較
す
る
と
、
再
興
後
の
大
名
、
す
な
わ
ち
『
諌
懲
記
磁
土
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
大
名
の
評
価
が
総
じ
て
高
い
。
こ
れ
は
両
君
の
評
価
基
準
の
差
と
も
関
わ
る

問
題
で
あ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
ど
の
時
点
の
何
を
評
価
の
基
準
と
し
て
い
る
の
か
、
探
る
作
業
が
必
要
と

な
る
。

　
ま
た
、
同
じ
大
名
家
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
三
書
の
関
わ
り
が
分
か
る
事

卜1
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例
を
ふ
た
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
『
武
家
勧
懲
記
』
1
6
浅
野
長
吉
、

3
0�
?
蜑
﨟
A
『
土
芥
冠
夏
菊
』
8
5
浅
野
長
照
、
『
武
家
勧
懲
記
』
1
2
浅
野
長
澄

の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
備
後
国
三
雄
藩
五
万
石
の
藩
主
で
あ
る
。

浅
野
大
介
と
浅
野
長
澄
は
同
一
人
物
で
、
浅
野
大
介
は
寛
文
↓
○
年
生
ま
れ
で

あ
る
の
で
『
武
家
勧
懲
記
』
の
時
点
で
は
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
「
若
年
タ
レ
ハ
善
悪
差
別
ナ
シ
ト
イ
エ
共
、
生
得
発
明
ニ
シ
テ
謂
行
カ
シ
コ

シ
」
と
記
さ
れ
、
一
万
五
〇
〇
〇
石
の
宛
行
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
『
土
芥
逡
雛
記
』
に
な
る
と
記
載
が
な
く
、
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
藩
主

と
し
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
主
と
そ
の
子
が
合
わ
せ
て

記
載
さ
れ
る
事
例
は
な
く
、
こ
れ
に
意
図
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。
ふ
た
つ
に
は
、
越
後
騒
動
の
当
事
者
、
越
後
松
平
家
に
つ

い
て
で
あ
る
。
『
武
家
勧
懲
記
』
2
松
平
光
長
は
、
「
生
得
淳
然
ト
シ
テ
行
跡
寛

也
、
身
二
慎
ミ
多
ク
義
ヲ
専
ト
嗜
ミ
不
念
不
奢
不
善
」
、
「
国
家
ノ
政
道
正
シ
ク

哀
憐
ヲ
以
テ
士
民
ヲ
治
メ
」
、
「
道
徳
備
ル
良
将
」
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
が
越

後
騒
動
に
よ
っ
て
改
易
と
な
る
と
、
『
土
芥
憲
離
記
』
に
お
い
て
は
「
恣
二
奢
ヲ

極
、
上
意
野
馬
セ
、
心
ノ
儘
ナ
ル
行
跡
ヲ
現
ズ
ル
時
ハ
、
必
ズ
内
乱
出
来
シ
テ
、

石
ヲ
壊
テ
淵
二
曹
ル
が
如
ク
、
其
ノ
身
モ
滅
、
主
君
ノ
悪
名
ヲ
モ
出
シ
、
事
ニ

ヨ
リ
テ
、
主
人
ノ
家
マ
デ
滅
亡
ス
ル
事
、
遠
ク
ハ
加
藤
式
部
少
輔
明
成
、
近
ク

ハ
松
平
越
後
中
将
光
長
ノ
如
シ
」
（
掛
継
）
と
悪
人
の
代
表
と
も
言
う
べ
き
位
置

づ
け
に
な
る
。
そ
し
て
首
謀
者
で
あ
る
小
栗
美
作
は
悪
人
の
典
型
と
し
て
度
々

登
場
す
る
（
，
）
。
こ
の
越
後
松
平
家
は
、
元
禄
三
年
に
津
山
松
平
家
と
し
て
再

興
さ
れ
る
。
そ
れ
が
『
諌
懲
記
後
正
』
に
な
る
と
、
悪
人
の
典
型
と
し
て
の
小

栗
美
作
・
松
平
光
長
の
記
述
が
な
く
な
り
、
7
松
平
長
知
（
矩
力
）
に
つ
い
て

は
、
「
生
得
淳
然
ト
シ
テ
行
跡
寛
也
」
、
「
慎
ミ
多
ク
義
ヲ
専
ラ
ト
嗜
ミ
哀
憐
ヲ

以
テ
士
民
ヲ
治
ム
分
限
不
相
応
ノ
奢
ア
ル
故
家
士
ト
モ
ニ
貧
ナ
リ
」
、
「
難
ス
ヘ

キ
ニ
非
ス
」
と
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
同
様
の
文
言
が
並
び
、
良
い
評
価
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
記
載
順
が
『
武
家
勧
懲
記
』
の
御
三
家
の
次
の
位
置
か
ら
『
諌

懲
記
後
正
』
で
は
巻
7
に
移
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
番
目
の
位
置
か
ら
四

〇
番
目
に
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
津
山
松
平
家
の
位
置
づ

け
が
、
「
制
外
の
家
」
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
「
越
前
松
平
家
支
流
」
に
変
化
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
，
）
。

　
こ
の
よ
う
に
三
書
を
同
じ
大
名
家
で
並
べ
た
と
き
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
諫

言
記
後
述
』
の
記
述
に
連
続
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
言
い
換
え
れ

ば
、
『
土
芥
憲
離
記
』
の
特
殊
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
と
も
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
『
土
芥
冠
撮
記
』
か
ら
『
諌
旧
記
後
正
』
へ
、
引
用
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
の
も
と
、
そ
れ
に
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
情
報

が
記
載
さ
れ
た
『
武
家
勧
懲
記
』
を
加
え
、
三
書
の
関
係
を
①
大
名
個
人
と
い

う
視
角
、
②
「
大
名
家
」
と
い
う
家
の
視
角
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、

先
述
の
仮
説
を
検
証
し
て
き
た
。
そ
れ
は
『
土
芥
単
離
記
』
を
軸
に
据
え
、
『
武

家
勧
懲
記
』
・
『
諌
偏
重
後
正
』
を
用
い
、
記
述
内
容
、
引
用
関
係
お
よ
び
ど
ち

ら
か
一
方
に
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
の
記
述
な
ど
か
ら
『
土
芥
窟
離
記
』

の
記
述
内
容
の
相
対
化
を
試
み
る
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

一
層
『
土
芥
憲
雛
記
』
の
特
殊
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
先
に
掲
げ
た
仮
説
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
『
土
芥
麿
筆
記
』
の
相
対
化
は
も
ち
ろ
ん
、
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
諌
懲

記
野
栄
』
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
類
書
（
『
武
家
諌
忍
言
』
な
ど
）
を
用
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
史
料
の
相
対
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

【
注
】

（
1
）
金
井
圓
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
、
鈴

木
寿
『
近
世
知
行
制
の
研
究
』
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
七
一
年
）
、
藤
井
譲

治
「
幕
菅
薦
領
主
論
」
『
日
本
史
研
究
』
＝
二
九
・
一
四
〇
合
併
号
、
一
九
七
四

年
、
今
野
真
「
『
土
芥
憲
雛
記
』
と
大
名
論
」
（
J
・
F
・
モ
リ
ス
／
白
川
部
達

夫
／
高
野
信
治
編
『
近
世
社
会
と
知
行
制
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
。

（
2
）
　
杉
岳
志
「
『
土
芥
逡
儲
記
』
レ
ポ
ー
ト
」
（
若
尾
政
希
研
究
代
表
者
『
『
土
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芥
冠
雌
記
』

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

学
編
『
近
世
国
家
の
権
力
構
造
』
岩
田
書
院
、

臣
団
の
再
編
成
と
そ
の
構
造
」

に
お
い
て
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
）
　
5
0
、
9
1
、
8
7
、
8
8
、
6
5
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
リ
　
　
　
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
り
ぬ

（
9
）
　
拙
稿
参
照
。

　
の
基
礎
的
研
究
』
二
〇
〇
四
年
）
。

戸
田
茂
睡
著
／
塚
本
学
校
注
『
御
当
代
記
』
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
年
。

前
掲
注
（
3
）
参
照
。

前
掲
注
（
3
）
参
照
。

前
掲
注
（
3
）
参
照
。

こ
の
よ
う
な
視
角
は
、
拙
稿
「
越
後
騒
動
に
関
す
る
一
考
察
」
（
大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
三
年
）
、
同
「
大
名
家
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
歴
史
』
第
六
六
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）
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『
理
蝿
噂
醜
椚
田
』
・
『
」
ロ
琳
醐
論
無
難
引
』
庁
『
揖

聯麟
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